
主催：神戸の文化発信実行委員会　企画：神戸市立博物館、神戸松蔭女子学院大学

お問い合わせ先 ：神戸市立博物館 〒650-0034 神戸市中央区京町24番地 ℡（078）391 -0035　　　

平成31年度（令和元年度）文化庁 
地域と共働した博物館創造活動支援事業
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明治居留地音楽会

２０１９年１１月３０日（土） １５時開演（１４時３０分開場）
神戸松蔭女子学院大学 チャペル会 場
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MUSIC FROM MEIJI TO REIWA IN KOBE 
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tご参加には事前のお申し込みが必要です。
詳しくは本案内の裏面をごらんください。

「Edm.シュトゥッケン氏旧蔵資料」より　明治期
神戸市立博物館

▲「グルーム氏個人アルバム」より（部分）　1909年　神戸市立博物館
▲ 「居留地海岸通」日下部金兵衛（部分）　明治時代中期　神戸市立博物館

CONCERT FOR KOBE FORMER FOREIGN SETTLEMENT 



会場・神戸松蔭女子学院大学チャペルへのアクセス
●徒歩：阪急六甲駅から山側へ徒歩15分。
●バス：阪急六甲、JR六甲道、阪神御影各駅から市バス36系統「鶴甲団地行」乗車、六甲台南口下車、
山側へ徒歩5分。

神戸松蔭女子学院大学
〒657-0015 兵庫県神戸市灘区篠原伯母野山町１丁目２－１

芦屋市在住。帝塚山学院高等部音楽コース、神戸女学
院大学音楽学部ピアノ科卒業。同大学にて、ハンナ・
ギューリック・スエヒロ奨学賞を受賞。2008年吉松隆作品
集「アトム・ハーツ・クラブ」でメジャーデビュー、その後「ヴィ
ネット」「優しき玩具」をリリースし、『ＡＮＡ ＳＫＹ ＣＨＡＮＮ
ＥＬ』に起用、『レコード芸術』準特選盤に選ばれるなど、
吉松隆作品の伝道師として高い評価を得ている。神戸い
のりのとき合唱団ピアニスト。作曲家・上田益氏による初の
ピアノソロ委嘱作品「風と舞う」を今年４月に兵庫県立芸
術文化センターにて初演した。

京都市立芸術大学音楽学部声楽専攻を首席で卒業。音楽
学部賞、京都音楽協会賞を受賞。同大学院音楽研究科修
了。宗教曲のソリスト、また合唱やアンサンブルの演奏、指導を中
心に活動している。これまでにモーツァルト「戴冠ミサ」、ベートー
ヴェン「第九」、バッハ「カンタータ147番」、「ロ短調ミサ」、ヴィ
ヴァルディ「グローリア」、ハイドン「天地創造」、フォーレ「レクイエ
ム」のソリストとして演奏。現在はバロックや古楽分野の演奏活
動も広げている。三井ツヤ子、菅英三子、波多野睦美の各氏に
師事。鴨川混声合唱団、宇治朝霧コーラス各ボイストレー
ナー。企画グループOne and Onlyメンバー、神戸フォーレ協会
会員、神戸市混声合唱団団員。

神戸松蔭女子学院大学文学部卒業。在学中よりパイプオ
ルガンを学ぶ。相愛大学音楽学部音楽学科オルガン専攻
卒業。同専攻科修了。第40回日本オルガニスト協会新人演
奏会に出演。日本オルガニスト協会東日本支部主催のフレッ
シュコンサートにオーディションを経て出演。国内外のマスター
クラスを受講。これまでにオルガンを上野静江、大塚直哉、鈴
木雅明、久保田清二、山本真希の各氏に師事、現在聖グ
レゴリオの家宗教音楽研究所本科生として、菅哲也氏に師
事。日本オルガニスト協会会員。神戸ヤマハオルガンコース講
師。カトリック六甲教会オルガニスト。

お申し込み方法
往復はがきに、参加者のお名前（1名）、年齢、電話番
号、返信用のあて名をご記入の上、

〒650-0034
神戸市中央区京町24番地
神戸市立博物館「音楽会」係

まで郵送してください。
応募者多数の場合は抽選となります。
※１枚のはがきで申し込めるのは１名様のみです。

申込締切 ： 
２０１９年１１月６日（水）消印有効
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河村 泰子 丸山 晃子 松井 公子

ピアノ独奏
A.ルービンシュタイン ： へ調のメロディー
J.ブラームス ： 間奏曲 作品118-2
F.リスト ： リゴレット・パラフレーズ
F.ショパン ： 幻想即興曲

演奏曲目（予定）
ソプラノ独唱

A.アダン ： 「さやかに星はきらめき」
G.ヴェルディ ： 歌劇『リゴレット』より

「慕わしい人の名は」

オルガン独奏
F.メンデルスゾーン ： 

組曲『真夏の夜の夢』より、結婚行進曲
P.ブンニェス ： 「さかえの主イエスの」、「愛の御神よ」

C.H.Hパリー ： エルサレム

ピアノ ソプラノ オルガン

慶応３年12月７日（1868年１月１日）の開港にあたり、神戸には外国人居留地が設けられました。外国人居留地とは、日本と通商条
約を結んでいた国の人（イギリス人、アメリカ人、ドイツ人など）が、居住や営業を許可された一定の区域のことで、開港以後、多くの
外国人がここを生活の場としました。外国人居留地は、「異国情緒ただよう街、神戸」のイメージの原点であると言えます。
本音楽会では、神戸外国人居留地で演奏されていた曲を声楽とピアノ、オルガンによって再演し、当時どのような状況でその曲が演
奏されていたのかについて解説いたします。チャペルに設置されているパイプオルガンは、日本でも珍しいフランス・クラシック・タイプで
す。祖国での楽しみを日本でも忘れなかった異国の人々。今ではあまり知られていない曲目も演奏いたします。

明治から令和へ。150年の時をつなぐ音楽の、再演コンサート。

お問い合わせ先 ： 神戸市立博物館
〒650-0034 神戸市中央区京町24番地
TEL（078）391-0035


